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を構築している。そして、「定量的技術シナリオ」で試算した技術の性能やコスト等を「定量的

経済・社会シナリオ」で用いる一般均衡モデルに導入して、技術導入による経済性の評価を通じて、

低炭素社会構築のための「統合シナリオ」としてまとめる。さらに、これらのシナリオから低炭

素技術に関する今後の技術開発戦略や社会への技術普及戦略を導き出す。

　我が国が直面している課題は国内の地域社会ごとにその現れ方が異なっていることにも留意し

なければならない。つまり、それぞれの地域社会の特性に応じた低炭素社会の姿があり得る。こ

れまで国内の様々な地域社会では、抱えている課題や地域特性に応じた低炭素社会づくりの取組

が実施されている。多くの取組は国などの補助金や援助に依存しているが、ある時期から自律的

展開ができる経済性を有して持続的に成立していくことが望ましい。LCSでは、地域社会での取

組が持続的な低炭素社会づくりとなるよう、これらの取組と連携した社会実証実験を行い、定量

的技術シナリオ、定量的経済・社会シナリオ、統合シナリオなどを地域社会の実情を踏まえて導

入し、地域社会が自律して発展していける低炭素社会システムとして提示していく。社会実証実

験を通じて、地域社会の多様な特性や制約条件と合致する「明るく豊かな低炭素社会」を実現す

るための具体的かつ個別的な戦略を提言する。

　国際的にも低炭素化に向けた取組が進められている。一方、日本の製造業では国内に基盤を残

しつつもグローバルに活動できる国際競争力強化の課題がある。国際競争力の強化と内需の拡大

など、それぞれの産業が抱える課題に対して低炭素化の影響は異なるが、産業構造を低炭素型に

導くことによって、世界の低炭素化に資するとともに経済発展を実現していかなければならない。

さらに日本は、現在検討が進んでいる二国間クレジットなどの動向を考慮しつつ、途上国をはじ

めとする海外諸国に日本の低炭素技術を移転することによって、世界的な低炭素社会への移行を

率先して推進していくべきである。LCSは、世界の低炭素化に貢献するとともに、我が国の国際

競争力強化と経済発展を遂げるための国際戦略を提言していく。

　日々のくらしから「明るく豊かな低炭素社会」を構築するには、日々のくらしで CO2 排出量の

削減、省エネものづくりで先導することが重要であるが、これは低炭素型の消費構造に導くこと

にほかならない。そのためには、国民一人ひとりが「明るく豊かな低炭素社会」で暮らすことの

価値を見出し低炭素社会の構築に理解を持てるよう、低炭素社会づくりのシナリオや戦略の普及・

拡大を通じて、国民の低炭素社会づくりに対する理解増進を図ることも必要である。国民、特に

消費者や生活者の低炭素社会づくりに向けた行動が、日常生活の中に自然に組み込まれていき、

人々の行動も変わり、最終的には社会全体の価値観の変化に結び付いていく。LCSは、低炭素社

会づくりの「良循環」を創造し、それを「駆動するエンジン」として導入すべき必要な仕組みを持っ

た「低炭素社会システム」をデザインし、それを実現するための具体的行動プログラムを描く。
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